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エディブルフラワー

大井寺下町会

エディブルフラワーとは、食用花のこと

だ。園芸用の花には農薬が使用されているこ

ともあるため、食用には不向きだ。農林水産

省のガイドラインに基づいて安全に栽培され

た花が、食用花として市場に出荷されてい

る。昔から食されていた桜や菊以外に、パン

ジーやひまわりなど、現在では７０種類位の

花が食用に品種改良されている。サラダや

色々な料理、焼き菓子などに彩りを添えるた

めだけでなく、ビタミン、カロテン、食物繊

維もかなりあり、栄養価も高い。果物や野菜

と同じように食すると、効果的だと言われて

いる。無農薬のため虫も付きやすく、種まき

から１輪１輪手摘みまで、手間と時間をかけ

た作業が必要だ。

わたしたちは食事をする時、なるべく美味

しい物を食べたいと思うことが自然だ。その

美味しい物とは、甘味、塩

味、酸味、うま味などの味

覚でバランスをとること

と、見て美味しそうと思う

視覚で理解することがあ

る。８０％以上視覚から食

べたいと思うようだ。

そして個食ではなく、談

笑しながらの食事は、よ

り素敵な時間になるので

はないだろうか。コロナウイルス感染症の影

響で、黙食やマスク会食を勧められている

が、以前のように町会主催の食事会などを企

画したいものだ。ちょっとおしゃれにエディ

ブルフラワーがのったサラダを食べながらの

親睦会など楽しいのではないだろうか。

人々が美味しい食事ができ、平和に日々を

過ごせるような環境でいられることを祈り、

そうなることを期待したい。

＜ 町会より ＞

エディブルフラワー

大森周辺の変遷②

大井水神町会

大森駅は明治９年６月開業、同年エドワー

ド・Ｓ・モース博士が大森貝塚を発見した件

は前回記しましたが、当時ゆっくり走りだす

汽車の窓から貝塚を発見したと言われていま

す。鉄道建設技術は、ドイツ人技師から学ん

だ関係で、山王・馬込には多くの外国人が住

み、ドイツ人学校もつくられました。山王地

区にはその後、射的場などの娯楽施設や会員

制テニスコートなどもつくられています。

明治２０年頃には、東京で最初の海水浴場

が大森海岸（当時は八幡
やわた

海岸）に開設、多く

の人々でにぎわいました。明治３２年、東京

最古の温泉となる森ケ崎鉱泉が発掘され、温

泉宿ができ、保養地、行楽地として栄えまし

た。大森海岸には多くの料理屋・宿泊施設が

でき、花柳界への流れとなり、社交場として

有名人・文化人を始め多くの人々が訪れまし

た。

大正時代、関東大震災の後、郊外への移住

機運が高まり、大森・山王地区に政治家や文

化人が住むようになり、駅周辺には、白木

屋、不二家、亀屋など銀座に本店を置く有名

店の支店が設置され、ますます高級住宅地、

別荘地として発展しました。昭和３年、鈴ヶ

森海岸には大井飛行場ができ、翌年には鈴ケ

森～下田間の定期路線が開航しました。水上

飛行機を使用し、昭和６年にはエアガール入

社試験が行われ、１４０名の応募があり、内

３名が採用され、定期便に同乗したそうです。




